
自然災害時の臨時巡視支援機能の概要

① 自然災害の発生
自然災害が発生すると、変電設備が被害を受ける可能性があり、設備被害の状況に
よっては電力の安定供給に影響を及ぼすおそれがあります。

② 「臨時巡視」の実施および結果の共有
自然災害発生時には、変電設備が被害を受けていないか確認するため、巡視員が現地に
赴き、設備の状況を確認（巡視）します。巡視結果は、各事業所（電力センター・支社・本社）
で共有し、被害状況の把握や今後の対応に活用します。

機能追加前

①災害規模等に応じて臨時巡視の対象となる
変電所を選定する。

課題
巡視結果の集約・報告に時間を要し、
被害状況や巡視の実施状況の把握が
遅れる場合がある。

機能追加後

改善
被害状況や巡視の実施状況が関係者
全員にリアルタイムで共有され、迅速
な状況把握が可能になる。

期待される効果

①災害規模等に応じて臨時巡視の対象となる
変電所をシステム上で自動で選定する。

②巡視員は変電所へ赴き、設備の状況を確認 
（巡視）し、スマートフォンにより巡視結果を
登録する。

③登録された巡視結果はシステム上で共有
され、電力センター・支社・本社が同じ情報
を速やかに確認できる。

❶ 情報共有の迅速化 ❷巡視状況の見える化 ❸情報集約業務の効率化 ❹災害対応力の向上
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②巡視員は変電所へ赴き、設備の状況を確認
 （巡視）し、紙様式にて記録する。

③巡視員は巡視結果を電話で電力センター
 へ報告し、電力センターはメールで支社へ、
 支社は本社へ報告する。
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